
 

 

報 道 発 表 

平成 30 年 7 月 23 日 

気 象 庁 

 

7 月中旬以降の記録的な高温と今後の見通しについて 

 

○7月中旬以降、東日本と西日本では、太平洋高気圧に覆われて、晴れて

気温のかなり高い日が続いています。７月中旬の平均気温は、関東甲信

地方は平年差＋4.1℃、東海地方は＋3.6℃、近畿地方は＋3.4℃、中国

地方は＋3.1℃と 1961 年の統計開始以来、7月中旬としては最も高くな

りました。 

○本日（23 日）には、埼玉県の熊谷市で国内の観測史上最高となる 41.1℃

の気温を記録しました。 

○東日本と西日本では、気温の高い状態は 8月上旬にかけて続き、最高気

温が 35 度以上の猛暑日が続く所もある見込みです。 

○熱中症など健康管理に十分注意し、水分や適切な塩分補給など心がけて

ください。 

○特に今回の豪雨の被災地では、熱中症にかかるリスクがより高くなって

いますので、できる限りの対策を行ってください。 
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7月中旬以降の記録的高温と今後の見通しについて 

平成３０年７月２３日１７時００分 
気 象 庁 

今後、高温注意情報、高温に関する気象情報、異常天候早期警戒情報などの気象庁が
発表する情報に留意してください。 
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7月中旬の地域平均気温平年差 

平年差（℃）。順位は1961年以降。 

順位

1 1978 4.0 2011 3.7 2018 4.1 2011 4.0 2018 3.6 2018 3.4

2 2017 3.6 2017 3.5 2011 3.1 2018 3.4 1994 2.5 1994 2.8
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最高気温の観測状況（7月23日） 

（16時00分現在） 
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週間天気予報と高温に関する異常天候早期警戒情報 

引き続き、7月28日ごろからの1週間は気

温が平年よりかなり高くなる可能性があり
ます。 
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今後の見通し 

25日21時 26日21時 27日21時 

30日21時 29日21時 28日21時 

7月31日～8月6日 
上空約1500mの気温 
色は気温の平年差を表す 
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：降水域   地上天気図 

○向こう１週間は太平洋高気圧に覆われ、東日本と西日本では、晴れて
暑い日が続く見込みです。 

○さらにその後の１週間も暖かい空気に覆われ、気温の高い状態が続く 
  見込みです。 


